
’

印

r

昭和32年10月25日言通～矛三種郵便物認可（3）

第
五
回
覧
口
本
仏
激
徒
会
議

東
大
寺
大
会
報
告

　
矛
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
大
寺

大
会
は
極
め
て
盛
況
裡
に
幕
を
閉
じ

た
。
本
大
会
を
開
催
す
る
に
際
し
て
は

東
大
寺
当
局
の
好
意
と
尽
力
は
け
だ
し

筆
舌
に
尽
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
筒
井

管
長
墜
下
を
始
め
全
山
総
出
動
の
も

と
、
永
い
準
備
に
万
全
を
期
し
愈
々
開

会
と
な
る
や
昼
夜
を
通
じ
て
の
努
力
と

心
尽
し
は
誠
に
感
激
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
今
回
の
大
会
が
無
事
に
円
了
し
た

事
の
最
大
の
力
は
東
大
寺
当
局
の
好
意

の
賜
と
衷
心
か
ら
感
謝
し
て
居
る
次
矛

で
あ
る
。

　
こ
の
為
事
務
当
局
又
全
日
仏
切
替
え

の
過
度
期
に
処
し
て
協
力
一
致
終
始
克

く
そ
の
責
を
尽
し
、
資
料
の
整
備
に
、

運
営
の
実
際
に
、
宿
舎
の
配
当
に
殆
ん

ど
徹
夜
の
努
力
を
捧
げ
た
も
の
で
あ

る
。
今
静
か
に
省
み
て
感
無
量
の
も
の

が
あ
る
。
全
国
代
表
諸
氏
の
意
志
を
尊

重
し
左
に
会
議
の
概
要
を
記
し
て
全
国

仏
教
徒
諸
氏
へ
の
報
告
と
す
る
。
尊
く

ば
明
年
の
大
会
は
よ
り
一
層
盛
況
に
、

且
内
容
充
実
し
て
行
わ
れ
ん
事
を
念
願

し
て
謹
ん
で
こ
の
報
告
を
送
る
の
も
の

で
あ
る
。東

大
寺
大
会
日
程

　　　　　矛
　　　　午一
　　　　前日
　　　　十（
　　　　時九
開導i奏一　月
割　　　開十
の師同会言
ンコ　　　　　　　　　　　

診旧式
ぱ入楽席

　
　
　
　
こ
　
と

三
帰
依
交
同
調

全
仏
代
表
挨
拶

開
催
宗
派
代
表
挨
拶

（
筒
井
管
長
狙
下
）

来
　
賓
　
祝
　
辞

（
パ
キ
ス
タ
ン
大
使

知
事
市
長
そ
の
他
）

仏
教
聖
歌
斉
唱

（
大
谷
大
合
唱
団
）

閉
式
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
代
表
挨
拶

　
　
　
　
　
議
　
運
　
紹
　
介

　
　
　
　
　
議
事
運
営
方
針
の
説

　
　
　
　
　
明
…
…
…
議
運
代
表

　
　
　
　
　
全
ゴ
仏
教
運
動
一
ヶ

　
　
　
　
　
年
の
歩
み
（
全
仏
報
告
）

　
　
　
　
　
議
案
上
提
、
説
明

　
　
　
　
　
一
　
般
　
討
　
議

　
　
　
　
　
各
部
会
別
登
録

　
　
五
時
閉
会
の
と
と
ば

矛
二
日
（
十
四
日
）

　
午
前
九
時
よ
り
　
各
　
部
　
会

　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時

　
　
十
一
時
特
別
講
演

“
仏
教
美
術
に
つ
い
て
”

善
光
寺
大
勧
進
住
職
球
帯
博
士

　
　
　
　
　
　
　
東
伏
見
慈
塗
師

　
正
　
　
午
休
　
　
　
憩

午
後
一
時
半
総
　
　
会

　
　
　
　
　
開
会
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
議
長
団
選
出

　
各
宗
祖
師
報
恩

　
世
界
平
和
祈
願

　
　
　
　
法
　
　
要

〃
　
五
時

　
〃
　
　
　
終
　
了

矛
三
日
（
十
五
日
）

午
前
九
時
総
　
会

　
各
部
会
報
告

　
討
　
　
　
　
　
議

　
採
　
　
　
　
　
決

〃
十
一
時
　
閉
会
式

　
開
式
の
こ
と
ば

　
三
帰
離
離
同
調

　
全
艦
代
表
挨
拶

開
催
宗
派
代
表
挨
拶

　
参
加
者
代
表
挨
拶

　
閉
式
の
こ
と
ば

十
二
時
三
十
分

　
　
　
　
解
　
散

（写真は東大寺
大会総会の模
様）

××

議

案

矛
一
号

　
最
近
の
道
徳
教
育
提
唱
に
関
連
し
て

　
仏
教
界
は
之
に
対
し
方
針
、
態
度
を

　
明
に
す
る
と
共
に
之
が
有
力
な
る
調

　
査
研
究
機
関
を
設
置
せ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
狩
野
　
獲
麟
）

矛
二
号

　
新
興
宗
教
殊
に
そ
の
申
直
接
社
会
に

　
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
対
し
て

　
は
、
全
仏
教
界
一
丸
と
な
っ
て
之
が

　
対
策
研
究
の
方
策
を
建
て
よ
。

　
（
仏
教
同
志
ク
ラ
ブ
　
山
中
竜
渕
）

矛
三
号

　
平
和
運
動
、
特
に
原
水
爆
禁
止
の
運

　
動
を
仏
教
徒
と
し
て
一
層
強
力
に
推

　
進
し
よ
う
。
　
（
日
蓮
宗
．
近
代
仏
教

　
研
究
会
、
日
本
山
妙
法
寺
）

三
四
号

　
仏
教
徒
と
し
て
の
社
会
対
策
を
樹
立

　
し
実
践
す
る
た
め
の
社
会
専
門
委
員

　
会
を
設
置
し
特
に
社
会
保
障
、
新
興

　
宗
教
問
題
，
人
権
問
題
等
に
つ
い
て

　
至
急
対
策
を
樹
立
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

矛
五
号

　
現
行
憲
法
の
平
和
的
、
民
主
的
思
想

　
を
仏
教
徒
の
立
場
か
ら
擁
護
し
、
こ

　
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
強
力
な
運
動

　
を
展
開
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

矛
六
号

　
釈
尊
成
道
会
を
期
し
て
仏
教
寺
院
又

　
は
仏
教
諸
団
体
が
協
力
し
て
毎
年
生

　
活
困
窮
者
の
た
め
に
助
け
合
う
運
動

　
を
展
開
し
よ
う
。

　
　
　
　
（
聖
観
音
宗
　
塩
入
亮
達
）

矛
七
号

　
日
本
仏
教
徒
は
合
掌
を
も
つ
て
相
互

　
の
敬
礼
と
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
繋
柱
会
　
田
申
香
浦
）

矛
入
号

　
仏
教
の
真
義
徹
底
を
は
か
る
た
め
「

　
仏
」
と
い
う
語
の
使
用
の
厳
密
を
期

　
そ
う
。
　
（
長
野
県
仏
　
高
坂
空
酒
）

矛
九
号

　
各
宗
派
の
仏
教
婦
人
連
盟
へ
の
協
力

　
を
促
進
し
よ
う
。
（
関
東
仏
婦
連
盟
）

矛
十
号

　
国
際
仏
教
行
事
に
際
し
特
に
婦
人
部

　
門
を
認
め
之
に
対
す
る
積
極
的
協
力

　
を
要
請
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
全
日
本
仏
婦
連
盟
）

才
十
一
号

　
仏
一
一
動
の
強
化
推
進
を
図
る
た
め

　
全
日
仏
内
に
「
青
年
婦
人
研
究
委
員

　
会
」
仮
称
、
を
常
設
さ
れ
た
い
。

　
　
（
仏
教
同
志
ク
ラ
ゾ
　
提
　
敏
郎
）

矛
十
二
号

　
財
団
法
人
設
立
に
伴
い
全
日
仏
今
後

　
の
財
政
を
強
固
に
し
よ
う
。

　
（
仏
教
同
志
ク
ラ
ブ
　
小
松
要
道
）

矛
十
三
号

　
仏
教
徒
の
立
場
か
ら
軍
事
基
地
拡
張

　
反
対
運
動
を
推
進
し
、
国
民
の
世
論

　
を
喚
起
し
よ
う
。

　
　
（
日
本
山
妙
法
寺
　
丸
山
行
遼
）

矛
十
四
号

　
南
北
仏
教
交
流
の
具
体
的
方
策
を
全

　
日
仏
に
於
て
速
に
樹
立
し
之
が
活
動

　
を
展
開
せ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
法
華
宗
真
際
流
矢
黒
日
城
）

矛
十
五
号

　
セ
イ
ロ
ン
国
に
お
け
る
舎
利
仏
．
目

　
蓮
両
尊
者
の
聖
骨
堂
建
立
に
日
本
仏

　
教
徒
を
あ
げ
て
協
力
し
よ
う
。

　
　
　
（
孝
道
教
団
　
岡
野
貴
美
子
）

矛
十
六
号

　
英
交
仏
教
百
科
辞
典
編
集
完
遂
の
た

　
め
更
に
一
層
の
協
力
を
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
　
　
部
）

矛
十
七
号

　
申
国
、
朝
鮮
、
モ
ソ
ゴ
ー
ル
等
の
国

　
交
未
回
復
の
仏
教
徒
と
も
親
善
交
流

　
を
促
進
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

矛
十
二
号

　
仏
教
を
通
じ
て
の
国
際
親
善
運
動
興

　
隆
方
策
と
し
て
の
仏
教
英
語
普
及
運

　
動
を
推
進
し
よ
う
。

　
ヘ
ヤ
ン
グ
イ
ー
ス
ト
社
村
野
宣
忠
）

矛
十
九
号

　
東
南
ア
ジ
ア
各
国
と
の
親
善
促
進
の

　
た
め
国
際
仏
教
徒
会
議
を
日
本
に
於

　
て
開
催
し
よ
う
。

　
（
仏
教
同
志
ク
ラ
ブ
　
提
　
敏
郎
）

矛
二
十
号

　
宙
ハ
南
ア
ジ
ア
派
遣
技
術
者
へ
養
成
所
を

　　一　　　　　　　、

　　π
‘　　巴　　P　噌占　　r
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設
立
し
よ
う
。
　
　
　
（
中
島
貫
道
）

矛
二
十
一
号

　
南
北
仏
教
徒
を
結
ぶ
共
通
仏
教
聖
典

　
の
編
纂
を
実
現
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
貫
道
）

矛
二
十
二
号

　
新
時
代
仏
教
徒
を
養
成
す
る
仏
教
文

　
化
会
館
を
設
立
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
貫
道
）

矛
二
十
三
号

　
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
母
体
た
る
地

　
方
組
織
の
強
化
を
は
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
連
盟
）

○
緊
急
提
案
（
矛
一
日
目
）

1
　
本
大
会
の
名
に
於
て
近
く
国
連
会

議
に
出
発
す
る
藤
山
外
相
に
激
励
電
報

を
送
り
更
に
国
連
に
於
て
原
水
爆
禁
止

、
軍
備
縮
少
の
提
案
を
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ょ
う
。
　
（
日
蓮
宗
，
近
代
仏
研
）

2
　
ビ
ル
マ
上
座
部
仏
教
の
研
究
を
推

進
し
よ
う
。

3
僧
侶
の
お
通
夜
の
時
の
飲
酒
を
禁

止
し
よ
う
。
　
（
以
上
東
京
中
山
理
々
）

4
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め
自
由

仏
教
徒
の
結
集
を
促
進
し
よ
う
。

　
　
　
　
（
同
志
ク
ラ
ブ
狩
野
獲
麟
）

5
　
墓
地
問
題
に
全
て
参
加
各
代
表
の

特
別
懇
談
会
を
開
き
、
全
日
仏
は
速
に

之
が
推
進
を
実
行
に
移
さ
れ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
連
盟
）

○
緊
急
提
案
（
矛
三
日
目
）

一
．
明
年
南
方
仏
紀
二
千
五
百
年
祭
典

に
協
賛
し
て
日
本
に
湿
て
も
式
典
を
あ

げ
よ
う
。

　
　
　
　
（
提
案
者
　
東
京
重
永
潜
）

一
、
明
年
度
の
矛
六
回
仏
教
徒
会
議
を

東
京
に
於
て
開
催
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
（
新
義
真
言
宗
関
爾
道
）

自日

口

　
仏
法
の
流
布
す
る
こ
と
二
千
五
百

年
、
今
や
世
界
平
和
の
危
機
と
万
人
が

疾
苦
す
る
生
活
に
直
面
し
て
、
愈
々
そ

の
教
理
信
条
の
実
現
が
要
望
せ
ら
る
瓦

に
至
っ
た
。

　
而
も
深
遠
に
し
て
広
大
な
る
仏
陀
の

教
法
も
、
大
は
徹
底
せ
る
平
和
世
界
の

実
現
に
資
し
、
小
は
一
人
炉
心
の
あ
ま

す
こ
と
な
き
指
針
と
な
り
救
済
と
な
ら

ね
ば
、
そ
の
存
在
は
空
語
に
帰
す
る
で

あ
ら
う
。

　
ま
こ
と
に
わ
れ
ら
は
こ
の
教
法
を
世

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
謂
い
示
す
こ
と

に
於
て
人
聞
と
し
て
の
生
き
る
意
義
と

喜
び
に
め
ざ
め
る
。

　
矛
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
大
寺

大
会
は
、
こ
の
事
実
を
深
く
省
察
し
て

当
面
す
る
内
外
の
諸
問
題
を
討
議
考
究

し
、
現
代
が
要
請
す
る
重
要
課
題
の
一

々
に
応
え
る
べ
き
こ
と
を
確
認
し
、
更

に
新
た
な
る
決
意
を
も
つ
て
、
一
層
そ

の
使
命
の
達
成
に
精
進
せ
す
ん
こ
と
を

誓
う
も
の
で
あ
る
。

決

議

一
、
わ
れ
ら
は
よ
く
仏
教
思
想
の
真
髄

を
把
握
し
、
全
宗
門
、
全
地
区
組
織
、

そ
の
他
の
諸
団
体
一
致
し
て
そ
の
使
命

を
達
成
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
。

一
、
わ
れ
ら
は
こ
の
教
法
に
よ
っ
て
、

原
水
爆
禁
止
、
軍
縮
協
定
実
現
等
に
よ

る
世
界
平
和
を
推
進
し
、
以
て
協
調
起

掛
、
万
邦
一
如
の
理
想
を
招
来
せ
ん
こ

と
を
期
す
る
。

一
、
わ
れ
ら
は
、
こ
の
…
教
法
の
向
う
と

こ
ろ
，
現
に
一
人
の
迷
い
苦
し
む
も
の

な
か
ら
し
め
、
万
人
和
光
の
道
に
達
せ

ん
こ
と
を
期
す
る
。

　
曲
言
謹
す
る

　
　
昭
和
三
十
二
年
九
月
十
五
日

　
　
　
　
矛
五
回
全
日
本
仏
数
週
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
寺
大
会

0
議
事
運
営
委
員
会

　
本
大
会
の
申
心
を
な
す
議
事
運
営
委

員
の
選
出
に
は
遥
々
の
慎
重
を
期
し
本

部
に
於
て
局
内
会
議
、
常
務
理
事
会
等

の
各
…
機
関
に
て
夫
々
充
分
討
議
せ
ら
れ

た
末
概
ね
候
補
者
の
詮
衝
を
行
い
そ
の

後
大
会
矛
一
日
の
日
程
中
議
長
団
の
推

薦
が
終
り
そ
の
代
表
と
し
て
長
岡
東
京

仏
教
団
理
事
長
が
挨
拶
さ
れ
た
後
議
長

団
よ
り
左
記
各
氏
を
夫
々
指
名
推
薦
。

満
場
一
致
を
も
つ
て
決
定
さ
れ
た
。
．

　
　
記

　
石
川
存
静
（
日
蓮
）

　
栗
本
俊
道
（
東
京
仏
教
団
）

　
木
船
全
能
（
曹
洞
）

　
高
橋
照
空
（
智
山
）

　
橋
本
執
事
（
東
大
寺
）

　
東
西
本
願
寺
代
表

　
河
田
行
人
（
奈
良
県
仏
）

　
爾
こ
れ
よ
り
先
九
月
十
二
日
午
後
二

時
東
大
寺
本
坊
に
於
て
議
運
予
備
会
議

を
開
き
本
大
会
の
議
運
構
成
、
議
事
の

方
針
そ
の
他
に
は
具
体
的
に
詳
細
な
る

打
合
協
議
会
を
開
い
て
充
分
な
る
準
備

を
行
っ
た
。

O
議
長
団

　
日
程
オ
一
日
に
於
て
満
場
一
致
指
名

推
薦
の
結
果
決
定
し
，
本
大
会
を
通
じ

て
終
始
真
剣
且
誠
意
駆
る
エ
議
長
と
し

て
議
長
団
を
構
成
し
た
方
々
は
左
の
通

り
で
あ
る
。

　
田
丸
道
忍
（
本
派
）

　
宮
谷
法
含
（
大
派
）

　
西
沢
浩
仙
（
曹
）

　
西
川
景
文
（
日
蓮
）

　
香
月
善
砧
（
浄
本
）

　
長
岡
慶
信
（
東
京
仏
教
団
）

　
橋
村
英
砧
（
東
大
寺
）

　
山
本
杉
（
全
国
仏
道
）

○
各
部
会
長
及
び
副
部
会
長

　
矛
一
部
会
　
仏
教
界
内
部
問
題

　
矛
二
部
会
　
社
会
問
題

　
矛
三
部
会
　
国
際
問
題

右
の
各
部
会
を
夫
々
指
導
し
つ
白
黒
二

日
三
日
の
日
程
中
終
始
熱
心
に
各
提
案

を
夫
々
上
麗
し
つ
つ
各
代
表
の
発
言
を

充
分
に
行
わ
せ
乍
ら
概
ね
議
運
の
方
針

へ
誘
導
し
矛
三
日
目
に
は
各
部
会
長
報

告
を
行
っ
た
努
力
に
は
誠
に
教
意
を
捧

げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
氏
名
左
の
通
り

混
一
部
会
　
○
学
部
会
長

○
山
田
霊
林
、
柏
木
観
玄
、
牧
野
ま
す

各

部

二
二
部
会

○
貝
山
宣
泰
，

　
赤
松
常
子

矛
三
部
会

0
伊
藤
述
史
、

会
　
報
　
告

矛
一
部
会
　
（
仏
教
界
内
諸
問
題
）

　
本
部
会
は
九
月
十
四
日
午
前
九
時
よ
．

り
午
後
二
時
ま
で
総
会
場
に
調
て
約
一

五
〇
名
参
加
、
部
会
長
山
田
霊
林
（
曹
）

副
部
会
長
柏
木
観
玄
（
高
野
）
、
牧
野

ま
す
（
仏
婦
）
各
氏
に
よ
り
終
始
熱
心

に
討
議
研
究
さ
れ
た
。

矛
三
号
議
案

　
本
案
は
矛
三
部
会
よ
り
矛
二
へ
、
次

い
で
才
一
部
会
え
廻
附
さ
れ
た
も
の
で

各
部
会
で
も
夫
々
熱
心
に
討
議
さ
れ
た

も
の
を
更
に
才
一
部
会
で
討
議
さ
れ

た
。
従
来
の
仏
教
徒
の
原
水
爆
禁
止
運

動
へ
の
か
け
声
だ
け
の
弱
点
を
鋭
く
衝

く
意
見
が
力
強
く
呼
ば
れ
、
日
蓮
宗
、

日
本
山
妙
法
等
．
近
代
仏
研
の
実
蹟
発

表
に
傾
聴
し
か
く
て
今
後
仏
教
徒
は
各

宗
各
派
僧
俗
を
の
り
越
え
、
凡
ゆ
る
機

会
、
場
所
を
活
用
し
て
こ
の
運
動
の
徹

底
化
に
よ
り
一
層
努
力
推
進
し
よ
う
と

云
う
事
で
採
決
さ
れ
た
。
詳
細
具
体
的

決
議
は
矛
三
部
会
に
ゆ
ず
る
。

矛
六
号
議
案

小
川
幽
慎
、
米
山
久
．

申
山
理
々
、
川
島
貞
子

東
京
叢
寺
で
成
道
会
に
行
っ
て
い
」
の
結
論
に
対
し
た
・

る
助
け
合
運
動
の
平
坐
を
報
告
し
つ
製

之
を
全
国
運
動
に
ま
で
拡
充
し
た
い
と

云
う
説
明
に
対
し
て
一
同
之
に
賛
同
し

成
る
臨
く
広
く
全
国
的
に
之
を
流
し
て

之
が
実
践
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
た
。

矛
七
号
議
案

　
主
旨
誠
に
結
講
で
か
く
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
、
仏
教
徒
で
あ
り
乍
ら
昏
々
実
行

困
難
な
面
も
あ
る
。
従
っ
て
今
後
吾
々

は
相
互
に
出
来
得
る
限
り
こ
の
提
案
の

主
旨
を
生
か
し
自
ら
実
行
を
共
に
各
方

　
面
に
伽
き
か
け
る
よ
う
努
力
し
よ
う
と

　
云
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
矛
九
号
議
案

　
　
今
後
各
宗
派
婦
人
会
責
任
者
及
び
各

　
宗
代
表
の
各
位
の
充
分
な
る
理
解
と
協

　
力
の
も
と
全
日
仏
導
入
連
盟
の
強
化
拡

、
充
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
協
力
を
願
い

　
た
い
と
の
提
案
者
の
発
言
に
対
し
て
一

　
同
論
を
諒
と
し
て
採
決
さ
れ
た
。

　
矛
十
一
号
議
案

　
　
提
案
者
及
び
猪
俣
氏
よ
り
全
日
仏
殊

　
に
幹
部
が
更
に
仏
青
に
対
す
る
強
い
関

　
心
と
育
成
に
重
点
を
指
向
し
て
欲
し
い

　
と
の
発
言
が
あ
り
之
に
対
し
て
長
井
副

会
長
そ
の
他
よ
り
従
来
の
仏
青
指
導
者

　
乃
至
幹
部
が
と
か
く
世
の
批
判
の
対
象

　
に
な
る
様
な
人
が
多
か
っ
た
事
を
指
摘

し
．
先
づ
脳
圧
自
体
の
信
用
を
高
め
る

様
自
粛
自
誠
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の

発
言
あ
り
。
勝
軍
に
対
す
る
反
論
等
あ

　
つ
て
仲
々
盛
況
で
あ
っ
た
が
、
新
全
仏

一
三
に
何
ら
か
適
当
な
形
で
仏
青
育
成
の

機
関
と
予
算
と
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と

矛
十
二
号
議
案

　
財
団
法
人
と
は
財
政
的
基
礎
が
確
立

し
て
社
会
的
信
用
を
得
る
に
価
す
る
法

人
と
云
う
粗
景
で
あ
る
。
仏
教
会
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

の
在
り
方
を
省
み
る
と
こ
の
点
仲
々
遺

憾
な
点
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

之
に
ほ
色
々
の
原
因
も
あ
る
が
、
今
回

再
出
発
し
た
の
だ
か
ら
、
事
務
当
局
も

亦
充
分
信
頼
さ
れ
る
様
努
力
す
る
と
共

に
全
国
加
盟
宗
派
．
団
体
は
も
っ
と
積

極
的
に
負
担
金
を
納
入
す
る
は
勿
論
．

そ
れ
以
外
の
費
用
ま
で
も
援
助
出
来
る

、
「
ヂ
．

｝一　　一


